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　きわめてユ ニ ー
ク な一冊 の本が米国の L．or）ir！cott から刊行されて い る．本書の 巻頭に

も 述べられ て い るように
一一

般の入 く7はその時代の科学の進歩を受け入れ る の に非常 に保守

的である．とく にあ る程度の危 険を伴う科学の進歩や一般の人々 の興味を刺激 しな い科学

の場合がそ の典型と思われる．本書 で取 り上げられて いる 生殖科学もその
一
つ の好例で，

と もすれ ば潜在的な危険がもう
一つ の潜在的な科学の恩恵を押 し潰してしまうこ とがある ．

こ の本は近年の生殖科学に お ける い くつ かの捜術的発展を単［ご解 説する ので はな く，同 じ

章 で道徳，倫理，法律，社会的側面から の意見 を存分 に追加し て い る ．取 り上げられ てい

るテ
ー

マ も 生殖医学
一

般の問題のほかに，とく［こ出生前の 生殖体検査の 診断 ， 先天性奇形

の診断，低体重児の問題，植物人 悶化 した妊婦の叡扱 い，i＞ F ，胎児治療な ど ， 今後 の生

殖医学が避け て通れな い重要な項 目を網羅 してい る．科学の進i歩 が独歩 しがち な今日 ， い

かに社会的コ ンセンサスを得ながら生殖医 学に携わる か 、恰好の 指南書とい え ようか．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 慶應義塾大学医学部産婦人科講 師 牧野 恒久
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　近 年の 厖大な医学情報の 洪水の 中で す べて の点を 満足させる 一 冊のtextboOk を

び だすことは必すしも 容易で［よない． 産科学・婦人科 学 についても事 情は 全く 同じで

る． 結 局の所，細 分化された各領域の専門 書を何冊か 揃 える か ，あるい は容易ではな

がほぼ 全領域をカバ ーしていると窓 える一冊のtex しbook を捜 しだす 努力を強 いら

るこ とに な る，本書 は正し く後者 1 こ属 する教 料書で65 人 の 執筆者によ っ C354 の図表， 総ペー

1 ， 254 と い う 分厚 い 一 冊 の 本 に纏め られて い る ．全 56 章から 成 る本書 は 従来

産婦 人科学の textbook のよう1 こ，ます女1 生性器の解剖から始ま るが ，版を重ね るご

に時代の新しい ii 青SU を取り入れ8enetic 　factOr ・ ，　 Ultrasonog「・a〔）hy ，　irr］rnUnology ，　endome

rOSiS など の 頂を一 つの 章と して独立さけて い る．また 本邦の教科齧と異なり ，

房 の項目 も 一っ の 章としており ， 最後［ こ 医 事 法 律の項も 独 立させている．一つ のtext
Ok も6 版目にな ると，各 章 のタ イ ト ル は 従 来どうりで あっ ても，内容 は随所に新 し

知 見 が追加 され
て

お り，取りあえす一冊だけ産婦 人科学の教科書 を揃 える 場 合の ，最

の対 象と な るよ

に工 夫されている． 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　慶應 義塾 大 学
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